
令和２年（２０２０年）２月４日（火曜日）

安倍 晋三 総裁 二階 俊博 幹事長

ことができました。人生100年時代へ全ての世代が
安心できる社会を創り上げてまいります。
　７月には東京オリンピック・パラリンピックが開
催されます。躍動感がみなぎる絶好のタイミングに
あって、未来を見据えながら大きな改革に挑戦し、
新たな国創りを進めてまいります。
　その道しるべとなるのが憲法です。国会議論を通
じ皆さまへの責任を果たしていく決意です。

　令和に入って２年目となる今
年、わが党は政権政党として、
引き続き山積する内外の諸課題
に真正面から向き合い、新しい
時代を、皆さまとともに切り拓
いてまいります。
　昨年は幼児教育・保育の無償
化が実現し、最大の課題・少子
高齢化に大きな一歩を踏み出す

ならびに「令和２年度予算案」を速やかに成立させ
ることが不可欠です。
　安倍内閣は８年目を迎え、国内外から高い評価を
頂いていますが、大切なことは「謙虚」「丁寧」で
あり続けることです。
　「謙虚に学び、丁寧に説明する」という姿勢を改
めて心に刻み、国民の皆さまならびに党員・党友の
皆さまとともに政治を前に進めてまいります。

　近年、これまでの想定を超え
た自然災害が頻発しており、防
災・減災、国土強靭化の重要性
はますます増しています。通常
国会では、昨年相次いだ大雨や
台風被害からの復旧・復興対策
をはじめ、経済の下振れリスク
の回避や未来への投資を盛り込
んだ「令和元年度補正予算案」

今
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かつまた孝明さん

プロフィル
昭和５１年生まれ。
しょうえい幼稚園
沼津市立門池小学校・中学校
静岡県立沼津東高校
学習院大学卒業後、慶応大学院に
て経営学修士(MBA)を取得。
地元金融機関に就職後、平成２４年
の初当選以来、３期連続当選。
第４次安倍内閣にて環境大臣政務
官に就任。
現在、環境委員会理事・消費者問
題に関する特別委員会理事など
「ふるさとを豊かにする」ために、
フル活動中です！

前環境大臣政務官・自民党財務金融部会長代理・衆議院議員

かつまた孝明事務所
TEL.０５５（９２２）５５２６
FAX.０５５（９２２）５５２７

〒 ４１０ –００６２
沼津市宮前町 １３–３
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　私たち自民党は、日本の平和と繁
栄をこれからも守り抜きます。希望
にあふれ、誇りある日本を創り上
げ、次の世代へと引き渡す。その責
任を、全力で果たしていきます。
　ぜひ党員になって、私たちと一緒
に日本の明日を切り拓いていきまし
ょう。

【入党資格】
　○わが党の綱領、主義、政策等に
賛同される方

　○満18歳以上で日本国籍を有する方
　○他の政党の党籍を持たない方

【党費】
　○一般党員　年額4,000円
　○家族党員　年額2,000円

　お申し込みは、1面下部の事務所
までご連絡ください。また、党ＨＰ
からもお申し込みいただけます。

（平成30年党員数　1,100,879人）

改正案を議論し、国民の皆さまにお示しする責任は、国会議員にあります。しっかりとその役割を、自民党は果たします。

かつまた孝明さんが実現しました‼
安心・安全な「ふるさと」のため！安心・安全な「ふるさと」のため！

将来を担う子供たちのために！「ふるさと｣の経済発展のために！将来を担う子供たちのために！「ふるさと｣の経済発展のために！
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　「伊豆縦貫自動車道」「東駿河湾環状道路」等の要望活動を繰り返し行ってまいりました。
平成31年1月に天城北道路・国道136号下船原バイパスが開通しました。また、令和元
年12月14日には、道の駅「伊豆月ヶ瀬」が開駅し、伊豆にお越しくださる方の利便性が
ますます向上しました。引き続き、下田への早期全線開通に向け、強力に推進してまいります。
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環境問題の講演会

東駿河湾環状道路西区間要望活動

下田賀茂連絡協議会・
伊豆縦貫自動車道要望活動 天城北道路・下船原バイパス開通式典

道の駅「伊豆月ヶ瀬」開駅

農業祭への参加

商工祭への参加

狩野川砂防要望活動

狩野川直轄砂防60年記念事業

海岸清掃活動への参加 小中学校の視察


